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田
國
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念
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崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

祝 

みなさんの力に支えられて ―― 

歴史民俗資料館 開館３５周年 
　歴史民俗資料館は、旧神崎郡役所の建物を移築復元して、昭

和５７年（１９８２）１０月に開館し、今年３５周年を迎えました。記念

事業として、特別展、連続講座、記念グッズ制作を行っていま

すので、ぜひご参加いただき、ともに３５周年をお祝いください。 

記念特別展 
開催中！！ 

１１ 
２６（日）まで 

◯会場 
　歴史民俗資料館 
◯１１月の休館日 
　６日、１３日、２０日 
　２４日、２７日 
◯開館時間 
　９:００～１６:３０ 

　
開
館
３５
周
年
を
記
念
し
、
館
蔵
資
料
の
な
か
か
ら
代
表
的
な
も
の
、
特
徴
的
な
も
の

を
３５
件
選
出
し
、
一
堂
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
「
お
宝
」
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
、
迫
力
あ
る

特
別
展
で
す
。「
お
宝
」
が
語
る
地
域
の
豊
か
な
歴
史
や
文
化
を
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。 

　「れきみんのお宝」のなか
で重要な位置をしめる「郡役
所のお宝」についての講座です。
郡役所の制度やあり方、郡役
所が果たした歴史的役割など
についてお話しいただきます。 
■日時　１１月１１日（土）１４:３０～ 
■講師　深見貴成さん 
　　　　（神戸市立工業高等専門学校・准教授） 
■会場　歴史民俗資料館　２階 

～特別展をより深く知るために～ 

連続講座④「近代日本の郡役所」 
　「れきみんのお宝」
が市松模様に並ぶ、
クリアファイルを販
売しています。今し
か入手できない３５周
年記念のオリジナル
グッズです。 
■価格　１枚１００円 
■販売場所 
　歴史民俗資料館、 
　福崎町教育委員会　社会教育課 

特製「クリアファイル」好評販売中 

郡
役
所
の
お
宝 

昭
和
の
お
宝 

弥
生
・
古
墳
時
代
の
お
宝 

近
世
の
お
宝 

数可ノ古墳出土品 

「神崎タイムス」創刊号（部分） 

つるべ（福崎町指定文化財） 

陸軍少年航空兵募集 
ポスター（部分）　 

甕棺（福崎町指定文化財） 
かめかん 

神崎十勝図巻（部分） 

神東・神西郡地図（部分） 
じんとう じんざい 

大蔵山山論絵図（部分） 
さんろん 

莚機 
むしろばた 

唐箕 
とうみ 

くらしを支えた道具のお宝 

１１ 

明治・大正のお宝 

神
崎
郡
役
所
看
板
（
複
製
） 



　柳田國男先生の代表作のひとつ『遠野

物語』を、三木家住宅の表座敷で語りま

す。あたたかい遠野言葉で語られる「オ

クナイサマ」（１５話）、「姥子淵の河童」 

（５８話）、「妻のたましい」（９９話）ほか

をお楽しみください。 

日　時：１１月１８日（土）　１０：００～１１：００ 

語り部：大平悦子さん 

特別展示 　江戸時代、大量の物資を輸送する手段として、高瀬舟が大きな役割をはたしました。舟運は

効率のよい物資輸送手段として、各地で利用されていました。福崎町の中央部を南流する市川

でも、明治の初めまで、高瀬舟を利用した舟運が行われていました。 

　本展では、三木家に伝わる資料のなかから、高瀬舟などの舟運にかかわる資料を紹介します。

明治になって生野鉱山寮馬車道（銀の馬車道）が整備され、つづいて播但鉄道が開通したことで

姿を消した高瀬舟の歴史の一端をふりかえります。あわせて「市川実測図　平面図」（神崎郡

歴史民俗資料館蔵）を、今回初めて全面公開します。 

たかせぶね 

いくのこうざんりょうばしゃみち  

しゅううん 

「遠野の昔がたり」 

　福崎町の特産品｢つのなす｣は、

黄色い実がキツネの顔に見える、

おもしろい形をしています。幸せ

を運ぶ縁起物｢つのなす｣に目鼻口

などを描いてキツネを作ります。 

日　時：１１月１９日（日）１０:００～１４:００ 
　　　　※時間内にいつでも参加できます。 

講　師：福崎切り花部会のみなさん 

幸せ運ぶ「つのなす」工作 
　三木家に伝来する民俗資料のなかから、なつかし

い暖房用具を紹介します。 

会　期：１２月９日（土） 

　　　　～１月２８日（日） 

開館時間：９:００～１６:３０ 

　　（入館は１６：００まで） 

会期中の開館日： 

１２月９日・１０日・１６日・１７日・２３日・２４日 

１月６日・７日・８日・１３日・１４日・２０日・２１日・２７日・２８日 

企画展「三木家の暖房用具」 

無料・申込不要 

おばこふち  かっぱ  

無料・申込不要 

無料 

会　　期　１１月３０日（木）まで 
開館時間　９:００～１６:３０（入館は１６:００まで） 
１１月の休館日　６日・１３日・２０日・２４日・２７日 

高瀬舟株書上（写） 

高瀬舟通行につき諸願書継（部分） 

市川実測図　平面図（河口部分） 

高瀬舟株年季譲渡証文 

市川高瀬舟（約１／５模型） 

１２ 

先着 
５０人 

開
催
中
！！
 



　
先
月
号
ま
で
、
松
岡
兄
弟
の
祖

母
小
鶴
、
父
操
、
母
た
け
に
つ
い

て
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
残
る

は
祖
父
に
つ
い
て
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
松
岡
家
の
祖
父
に
つ
い
て

は
、
資
料
が
あ
ま
り
残
っ
て
お
ら

ず
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
だ

っ
た
の
か
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
た
だ
、
柳
田
國
男
は
『
故

郷
七
十
年
』
の
中
で
何
度
か
祖
父

の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
同
書
の
中
か
ら
、
松
岡

兄
弟
の
二
人
の
祖
父
、
尾
芝
利
七

と
松
岡
至
（
真
継
陶
庵
）
に
つ
い

て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。 

　
ま
ず
は
母
方
の
祖
父
、
尾
芝
利

七
の
こ
と
。
尾
芝
家
は
北
条
（
現

在
の
加
西
市
北
条
町
）
に
あ
っ
た

旧
家
で
、
医
師
を
生
業
と
し
て
い

ま
し
た
。
國
男
が
　
川
で
暮
ら
し

て
い
た
こ
ろ
、
ま
だ
利
七
は
存
命

中
で
、
し
ば
し
ば
孫
に
会
う
た
め

に
、
手
土
産
の
煎
餅
を
持
ち
、
　

川
ま
で
歩
い
て
き
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
あ
る
時
、
松
岡
家
ま
で

き
た
も
の
の
、
國
男
の
姿
が
な
か

っ
た
た
め
に
、
「
ク
ニ
ヲ
が
お
ら

ん
」
と
涙
声
で
門
の
あ
た
り
を
う

ろ
つ
い
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
姿
を
見
た
た
け
は
、「
あ

の
き
つ
い
お
じ
い
さ
ま
が
こ
う
ま

で
な
り
は
っ
た
か
」
と
嘆
い
た
そ

う
で
す
。（
「
母
の
兄
弟
」
） 

　
た
け
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、

若
か
り
し
こ
ろ
の
利
七
は
か
な
り

き
つ
い
性
格
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

た
け
も
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

「
き
つ
い
」「
や
か
ま
し
や
」
と

評
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
け
の
性
格

は
父
親
譲
り
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

　
ち
な
み
に
、
國
男
は
後
年
、
文

章
を
書
く
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
用
い
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
「
尾
芝
古
樟
」

と
い
う
名
前
が
あ
り
ま
す
。
尾
芝

と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
母
の
実

家
の
姓
。
古
樟
と
は
、
そ
の
実
家

に
あ
っ
た
、
古
い
樟
の
木
に
あ
や

か
っ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。 

（
「
匿
名
の
事
」
） 

　
そ
し
て
父
方
の
祖
父
、
松
岡
至

の
こ
と
。
至
は
網
干
（
現
在
の
姫

路
市
網
干
）
の
中
川
家
か
ら
養
子

に
入
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
何

度
か
お
話
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

以
前
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
は
、

『
故
郷
七
十
年
拾
遺
』
の
中
で
、

國
男
が
、
祖
父
母
と
父
に
関
す
る

記
録
が
見
つ
か
っ
た
と
し
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

至
は
四
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
、
幼

い
こ
ろ
の
名
を
清
五
と
い
い
ま
し

た
。
２
歳
の
と
き
に
父
親
の
中
川

主
水
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
い
っ

と
き
大
阪
の
ほ
う
に
養
子
に
出
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、

兄
を
頼
っ
て
郷
里
に
戻
り
、
漢
籍

を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
や
が

て
詩
人
と
し
て
名
声
を
馳
せ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
後
、
郷
学
の
明

倫
館
（
明
倫
館
あ
る
い
は
明
倫
堂

と
い
う
名
の
学
問
所
は
、
近
隣
に

い
く
つ
か
あ
り
、
ど
の
場
所
を
指

す
の
か
は
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
）
の
教
授
を
経
て
、
松
岡
家

の
養
子
と
な
り
、
小
鶴
と
結
婚
。

数
年
後
、
離
縁
さ
れ
た
至
は
、
生

野
（
現
在
の
朝
来
市
生
野
町
）
に

移
り
住
み
、
真
継
と
い
う
家
に
入

り
、
唐
の
文
学
者
陶
淵
明
に
ち
な

ん
で
、
陶
庵
と
号
し
ま
す
。（
「
生

家
の
祖
父
、
真
継
立
斎
の
こ
と
」
） 

　
そ
の
後
の
陶
庵
の
動
向
に
つ
い

て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

國
男
は
、
先
の
『
故
郷
七
十
年
拾

遺
』
の
中
で
、
文
久
３
年
（
１
８

６
３
）
に
生
野
で
起
こ
っ
た
尊
王

攘
夷
派
の
志
士
が
起
こ
し
た
挙
兵

事
件
、
い
わ
ゆ
る
「
生
野
の
変
」

の
際
に
陶
庵
が
関
わ
っ
て
い
た
と

語
っ
て
い
ま
す
。
黒
幕
と
し
て
檄

文
の
草
案
を
作
り
、
明
治
の
初
め

に
そ
れ
が
功
績
と
認
め
ら
れ
て
士

族
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
は
残
っ
て

お
ら
ず
、
真
偽
の
程
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
波
乱
の
人
生
を
生
き
た
陶
庵
が

生
涯
を
終
え
た
の
は
明
治
７
年 

（
１
８
７
４
）、
國
男
が
生
ま
れ

る
１
年
前
の
こ
と
。
そ
の
墓
は
真

継
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
本
行
寺
（
朝

来
市
生
野
町
）
に
作
ら
れ
ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
で
國
男
は
、
明
治
４２
年

（
１
９
０
９
）、
農
商
務
省
の
役

員
と
し
て
北
陸
地
方
を
視
察
し
た

折
に
、
生
野
を
訪
れ
、
陶
庵
の
墓

に
詣
で
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
真

継
家
の
隣
の
家
に
住
ん
で
い
た
人

と
も
話
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
と

き
の
心
情
に
つ
い
て
、
國
男
は
「
予

は
性
質
も
容
貌
も
共
に
此
翁
に
似

た
る
か
と
思
は
る
。
懐
か
し
さ
に

堪
え
ず
」
と
記
し
て
い
ま
す
。 

（『
北
国
紀
行
』） 

　
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
陶
庵
は

國
男
が
生
ま
れ
る
前
に
亡
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
國
男
は
祖
父
の
顔

を
知
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
こ
の

よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

み
る
と
、
生
前
の
陶
庵
を
知
っ
て

い
る
家
族
か
、
あ
る
い
は
こ
の
と

き
出
会
っ
た
隣
家
の
人
か
ら
「
似

て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
陶
庵
の
肖
像
な
ど
は
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
も
し
か
し
た
ら

若
い
こ
ろ
の
國
男
に
似
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

松
岡
兄
弟
の
祖
父 

第３０話 

こ
つ
る 

み
さ
お 

せ
ん
べ
い 

あ
ぼ
し 

し
ゅ
う
い 

い
く 

の 

と
う
え
ん
め
い 

り
ゅ
う
さ
い 

そ
ん
の
う 

げ
き 

ぶ
ん 

じ
ょ
う
い 

よ 

こ
の 

ご
う
が
く 

め
い 

り
ん
か
ん 

こ
し
ょ
う 

く
す 

い
た
る 

な
り
わ
い 

ま
つ
ぎ
と
う
あ
ん 

本行寺 

１３ 



　
福
崎
町
で
は
、
日
本
民
俗
学
会

の
研
究
奨
励
賞
に
副
賞
を
贈
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
賞
は
３５
歳
未
満
の

次
世
代
の
民
俗
学
を
担
う
若
手
研

究
者
へ
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
平
成
２９
年
度
は
、
伏
見
裕
子
さ

ん（
大
阪
府
立
大
学
工
業
高
等
専

門
学
校
　
総
合
工
学
シ
ス
テ
ム
学

科
　
講
師
）の
著
書
『
近
代
日
本

に
お
け
る
出
産
と
産
屋
　
香
川
県

伊
吹
島
の
出
部
屋
の
存
続
と
閉 

鎖
』
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
１０
月
１４
日
（
土
）
佛
教
大
学
で

開
催
さ
れ
た
日
本
民
俗
学
会
第
６９

回
年
会
で
、
研
究
奨
励
賞
表
彰
式

が
執
り
行
わ
れ
、
福
崎
町
賞
・
金

１０
万
円
を
贈
り
ま
し
た
。 

※
受
賞
著
書
は
柳
田
國
男
記
念
館
と

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
・
図

書
館
・
八
千
種
研
修
セ
ン
タ
ー
）

で
閲
覧
で
き
ま
す
。 

日
本
民
俗
学
会
　
研
究
奨
励
賞
表
彰
式 

　
福
崎
町
で
は
、
町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
地
域
の
歴
史
や
文
化

を
調
査
研
究
し
た
作
品
を
募
集
し
、
優
れ
た
作
品
に
は
「
柳
田
國
男
ふ
る

さ
と
賞
」
を
贈
り
表
彰
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、
平
成
２９
年
度
の
受
賞
者
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。 

◆
小
学
校
低
・
中
学
年
の
部
　
八
千
種
小
学
校
３
年
　
内
藤
の
こ
さ
ん 

◆
小
学
校
高
学
年
の
部
　
　
　
八
千
種
小
学
校
５
年
　
上
杉
こ
の
み
さ
ん 

◆
中
学
生
の
部
　
　
　
　
　
　
福
崎
東
中
学
校
１
年
　
藤
田
捺
未
さ
ん 

　
優
秀
作
品
７１
点
は
、
「
子
ど
も
ふ
る
さ
と
展
」
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
生
の
力
作
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

会
　
期
　
１１
月
２６
日（
日
）ま
で 

場
　
所
　
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
２
階
　
会
議
室 

問
い
合
わ
せ
先
　
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
（
　
２２
・
１
０
０
０
） 

「
第
５
回
子
ど
も
ふ
る
さ
と
展
」
開
催
中 

　
文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
を
伝

え
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
郷
土
の
歴
史
遺

産
を
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
未
来
へ

守
り
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

１１
月
は 

文
化
財
保
護 

強
調
月
間
で
す 

町指定文化財（天然記念物） 
イチョウ（福崎新） 

日　時　１２月１０日（日）　１３：３０～ 
場　所　歴史民俗資料館２階 
材料費　１００円 
持ち物　筆記用具、彫刻刀 
定　員　４０名　※要申込 
申込先　柳田國男・松岡家記念館 
　　　　（　２２－１０００） 

開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日（
土
・
日
曜
の
場
合
は

開
館
）、
１２
月
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下
車
、

タ
ク
シ
ー
約
１０
分
。
車
は
播
但

連
絡
道
路
・
中
国
自
動
車
道
で

福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、
ま
た
は

国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
２９
年
１１
月
２
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
館
） 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
民
） 

72
２２ ２２ ２２ 

利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 

市
　
川 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

柳
田
生
家 三木家住宅 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

N

P

一方通行 

　
川
北
信
号 

　
川
信
号 

《付近見取図》 望郷の丘 北野天満神社 

鈴ノ森 
神社 

学問成就の道 

　
今
年
も
岩
田
健
三
郎
さ
ん
に

よ
る
版
画
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

版
画
で
手
作
り
の
年
賀
状
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
家
族
そ
ろ

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

１４ 

ウ
ブ
ヤ 

デ

ー

ビ

ヤ

 

い
ぶ
き
じ
ま

 

受賞者の伏見さん（右）と　寄教育長 


